
さんかく岡山の今後の充実に向けて（概要）

一人ひとりの人権が尊重され、市民が自らの意思によって社会のあらゆる分野に参画し、性別にかかわらず個性や能力
を十分に発揮できる、男女共同参画社会の実現（第４次さんかくプラン）

目 的目 的

・事業・活動内容･････新たな課題への取組、地域の課題解決につながる実践的な取組が不十分 など
・人材育成･･･････････さんかくカレッジ参加者の固定化、登録団体の減少 など
・施設･･･････････････利用者層の固定化 など

課 題

〇さんかく岡山＝男女共同参画社会づくりを推進していくための拠点施設
〇講座中心の知識習得や意識啓発だけでは限界

身近な課題の解決・新たな課題の発見のために、地域の様々な団体等と一緒に取り組んでいく
その中で、男女共同参画を「自分ごと」として捉えてもらう

方針（目指す姿）

＜従 来＞
意識啓発や知識習得を中心とする取組

＜今 後＞
課題解決型の実践的活動にも取り組む
・幅広いテーマの身近な課題を取り上げる
・地域の様々な団体と一緒に課題解決

・女性活躍 ・ワークライフバランス
・セクハラ ・ＤＶ
・子育て・介護 ・高齢者
・防災 ・性の多様性
・ＳＮＳの危険性 など

××
テーマ 方 法

・啓発のあり方の見直し ⇒ 地域（公民館、大学等）に出向くスタイルを拡充
・人材育成・発掘 ⇒ 地域や各分野のリーダー的な立場の人を対象とするセミナー等を開催し、男女共同

参画の意識を高める
・地域の様々な団体との連携 ⇒ 公民館、町内会、ＮＰＯ、経済団体等との連携・協働やネットワークをコーディ

ネートする機能の充実・強化
・防災への取組 ⇒ 地域における取組に積極的にかかわる
・情報発信・広報の充実 ⇒ ＳＮＳの活用など

課題解決への取組

令和２年３月
岡山市女性が輝くまちづくり推進課


